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Ⅰ　研究組織と研究経費
【研究組織】
研究代表者：大越和加（東北大学大学院農学研究科准教授）
【交付決定額（配分額）】
平成18年度
平成19年度
総　計
直接経費1，200，000円
直接経費1，100，000円
直接経費　2，300，000円
間接経費　　330，000円
3一
（金額単位：円）
間接経費　　　　0円
間接経費　330，000円
Ⅲ　研究発表
1）　学会誌発表
大越和加．水産業と外来生物．2007．日本水産学会誌73：1115－1116．
堀正和・浜口昌巳・岩崎敬二・大越和加．2007．生態系サービスの視点から
みた移人種間題と今後の展開．日本水産学会誌73：1155－1159．
Sat0－Okoshi，W，Okoshi，K．，Shaw，J．Polydoridspecies（Polychaeta：Spionidae）
in south－WeStemAustralianWaterSWithspecialrefbrencetoPoかあrauncinaね
andBoccaTdiaknoxi．JoumaloftheMarineBiologicalAssociationoftheUnited
Kingdom（inpress）
2）　学会口頭発表
大越和加・大越健嗣・JeremyShaw，2006，西オーストラリア州沿岸に生息
する穿孔性多毛類．2006年度日本プランクトン学会・日本ベントス学会合
同大会．広島，
Sat0－Okoshi，W．，Okoshi，KリShaw，J．2007．Polydorid species（Polychaeta，
Spionidae）in southwestem Australian waters．9thIntemational Polychaete
Conftrence（Maine，USA）．
3）　出版物
大越和加．2006．貝殻穿孔生物による漁獲地域推定．水産物の原料・産地
判別（福田裕・渡部終五・中村弘二編）水産学シリーズ149．pp．139－146．
恒星社厚生閣．
研究成果
【研究目的】
今日、ますます海洋での食糧生産が期待されている一方、人為的な影響により沿岸域
の生態系が変化し、漁業資源の安定した供給が危ぶまれている。その原因のひとつに、
増殖・養殖事業に伴い、自然の速度をはるかに上回る速度で物質や生物が移動している
現状が挙げられる。海洋の本来持つ自然の生態系を利用して、今後将来的に持続可能な
食料の供給を実現していくためには、物質や生物の急速な人為的移動が自然の生態系に
与える影響について早急に解明し、正しく認識する必要がある。
日本では貝類の増養殖が盛んに行われ、種苗、稚貝や親貝の移動が全国規模で行われ
ている。また、現在では国内にとどまらず、世界中の海域に持ち込まれ、または日本に
移入され、増養殖の対象種として沿岸域に生息している。同時に、貝類の貝殻に生息し
ている生物も、ホストの貝類と供に混入・移動している。それらの生物の中には、持ち
込まれた海域で自然個体群となり、新規の優占種となるなど海域によっては短期間に周
辺の環境を物理的、生物的に変化させ、従来の漁業資源に影響を与えている事例が報告
されている。しかし、それら沿岸域の変化に関しては、未だに現状報告があるだけで何
ら根本的な科学的解明も対策も行われていない。海洋への生物の移入や移動に関しては、
法的規制もほとんどないのが現状である。
最近、ますますグローバル化し盛んになる増養殖事業の中、水産有用貝類の貝殻に多
数の環形動物多毛類Polydoddsが穿孔し、商品価値の低下、成長阻害、ひいては巣死等
の原因になっているとの報告が世界中で増加している。多毛類Polydoddsの貝類への穿
孔は19世紀より知られ、それらによる被害は、20世紀よりさまざまな有用貝類で報告さ
れている。現在まで多毛類Polydoridsの分類学的、生物学的、生態学的研究が行われ、
また、それぞれの事例ごとにホストの有用貝類への被害発祥過程が調べられ、防除・駆
除法が提案され試みられている。しかし、有効な生物防除は、現在でも難しいのが現状
である。最近の増養殖対象種の貝類への多毛類Polydoridsの被害の事例の中で注目すべ
き点は、在来の多毛類Polydoridsがその海域に移植された貝類の貝殻に穿孔して被害を
与えるというものではなく、持ち込まれ移入された貝類に伴って本来そこには生息して
いなかった多毛類Polydoddsが新たに入り込み、移入先の環境で繁殖して大きな被害を
与えるというものである。チリのエゾアワビ養殖現場からは、エゾアワビの貝殻から、
日本から生息が報告されたPolydoridsの一種（Sat0－Okoshi，1998）が締出され、その種
がェゾアワビに大きな被害を与えている。そのため、日本からの何らかのアクシデント
により現地に持ち込まれ、その地で繁殖した結果と報告された（Radashevsky etal．
2005）。オーストラリアでも、複数のアワビの種類から日本にも生息が確認されている多
毛類Polydoridsの穿孔が新たに確認され（Sat0－Okoshi，Submitted）、また、韓国のマガキ
からも、突然ホストへの影響が懸念されるほどの数量のPolydoridsの穿孔が確認された
（大越，印刷中）。これら穿孔性の多毛類Polydoridsがいつから出現したのか、どこ
から移動してきたのか、それとも海域の環境が変動した結果なのか等については、被害
が発覚し、その被害が顕著になるまで調査が行われていないために明らかではない。現
在となってはこれまでの経緯を正確に把握することは難しいが、早急に現状を把握し、
同時に将来的にモニタリング調査を開始することが肝要である。
多毛類Polydoddsは石灰藻や貝類の貝殻などの石灰基質に穴を開け、孔道をつくりそ
の中に生息する。日本には13種が生息し、これまで著者によりそれらの分布や生態が明
らかになっている（Sat0－Okoshi，1999，2000）。また、著者は、日本の海域のみならず、
これまでに北アメリカ大陸太平洋沿岸、南アメリカ大陸太平洋沿岸、タイ湾、オースト
ラリア西海岸における貝類の貝殻に穿孔する多毛類Polydoridsの調査を行っている
（Sat0－Okoshietal．1997，2001）。その結果、最近になって優占種が交替したり、それま
でに生息が確認されていなかった種が摘出されたり、または生活サイクルが変化してい
る事例が出てきている。本研究は、これまでに集積した多毛類のデータを土台として、
近年顕著な貝類増養殖事業を行っている海域に焦点を合わせ、多毛類Polydoridsの種、
生活史、生態に関する知見を得、それらの変遷や変化を探ることを目的とする。その最
新の基本的な情報を基に、増養殖事業に伴う人為的生物移動の実態を正確に把握し、今
後に向けての考察を行う。
人為的な増養殖事業に伴い移入されてくる貝類と貝類に付着・穿孔している生物の、
移入先での影響を把握するためには、貝類の履歴とその後の追跡調査が必要である。カ
キ類、ホタテガイ、アワビ類など、すでに増養殖を通して世界中に移動し、移動先で自
然個体群としても生息している貝類は、その個体群が在来の個体群なのか、移入された
個体群なのか判別する必要が出てくる。貝類の個体群の元素分析、遺伝子解析等、さま
ざまな手法が現在研究されているが、貝殻に生息する多毛類Polydoridsもホストが生息
した時間レベルでのマクロな判別解析の材料に適している。それらは一度石灰基質に穿
孔した後、死亡するまで移動することなく同じ孔道内に生息することがわかっているた
め、その種の分布域から、特定の海域の指標になりうる種が存在する。貝類の貝殻に穿
孔している多毛類Polydoridsの種を同定することにより、どの海域由来の貝類であるか
の推定が可能であると同時に、生活史が解明されているPolydoridsの種であれば、その
大きさや形態から、海域のみならず穿孔した時期やその他の貝類の生物情報も推定する
ことが可能になる。
これらのことをまとめると、昨今の穿孔性多毛類Polydoridsの増養殖対象貝類への
被害状況を調べることは、同時に、急速に人為的に生物が移動したことによる影響を解
析することになる。増養殖対象種の貝類は、人間に関わりのある水産資源であり、その
貝殻に穿孔する多毛類は外敵であるため問題が顕在化するが、増養殖貝類に付着するな
ど混入して移入した他の生物は、移入そのものの認知が遅れる。また、在来の種と同種
である場合は、新規の個体群の移入の有無すらわからない。このような、人間に関わり
の少ない生物の人為的で急速な、しかし隠れた移動が、移入先の生態系に及ぼす影響に
ついては、少なくともこれまではまったく検討がなされていない。本研究は、海洋で今
まさに進行しつつある、気が付き難い生物をも含めた多種多様な生物の急速な人為的移
動による生態系への影響を顕在化させる、示唆に富んだ研究となる。本研究は、多くの
貝類を世界中に移動させた、あるいは移動させている増養殖先進国であるわが国がリー
ダーシップをとって行うことが適切であり、意義がある。
【研究計画・方法】
1　国内の増養殖貝類の貝殻に穿孔する多毛類について解析を行う。特に、陸奥湾のホタ
テガイ、岩手県山田町のマガキ、福島県のエゾアワビ、熊本県苓北町のエゾアワビに穿
孔している多毛類に焦点を合わせ、過去に報告されている種と比較し、種の変遷の有無
を確認する。同時に、生活史や生態学的特性についても検討する。
（1）穿孔性多毛類の著しい侵蝕が観察されている海域の現場での被害状況の発祥過程の
観察と貝類の採集を行う。
（2）貝類の貝殻をペンチ等で破砕し、穿孔している多毛類Polydoridsを掃出し、生体
で観察後、10％中性ホルマリンで固定し実体顕微鏡、生物顕微鏡下で種を同定する。
（3）定期的に多毛類を採集し、体サイズ計測、生殖簿細胞の有無やサイズ計測、卵嚢の
有無やサイズ計測、卵嚢の飼育と卵嚢内の発生の観察、幼君個体の観察を行い、多
毛類の種の貝殻への定着期、産卵期、消滅期、発生様式、成長、寿命などの生活史、
及び個体群動態を追跡する。
2　海外の増養殖貝類の貝殻に穿孔する多毛類の解析を行い、それらの移入経路について
科学的に考察する。特に、オーストラリアとチリのアワビ類、韓国のマガキに焦点を合
わせる。
（1）オーストラリアのアワビ類に穿孔している多毛類と日本に生息している多毛類の
種を解析し、それらの関係を考察する。生活史、生態についても追跡する。
（2）チリ、オーストラリア、韓国で確認された種の解析より、日本に生息している種と
の関係、人為的な移動の有無の考察を行う。
31，2の解析より、増養殖事業を通しての有用貝類の急速な人為的移動、移入の実態
とその影響について生物学的観点よりまとめる。
4　自然の速度を上回る海洋生物の急激な人為的移動に伴う海洋への影響について、水産
増養殖貝類を事例として考察し、今後の研究の方向性を探る。
また、第9回国際多毛類会議（アメリカ合衆国）と第5回海洋生物移入種国際会議に出
席し、結果を発表する。
【研究結果】
国内の貝類の貝殻には20種以上のスピオ科多毛類が報告されているが、その中で増養
殖上、貝類への商品価値の低下、貝類の成長の低下、先死のリスク等、種々の点で最も
注目されている種は　タ0少ゐrd〟乃C血山，Poかゐrdかev如如，Poか血相Sp．である。それら
3種の中で、Poかゐrα〃〝C加わの有用貝類への侵蝕が近年日本国内に留まらず世界の養
殖現場から報告され、懸念されている。
本種のオーストラリアのアワビ貝殻への穿孔が確認され、アワビへの侵蝕頻度、侵蝕
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発生状況、生物学的・生態学的特性について解析した。また、同時に人為的な増養殖貝
類のみならず天然の貝類への侵蝕状況について調べた。その結果、潮間帯から潮下帯に
分布する天然の貝類にも広く穿孔していることが明らかになった。本種がもともとオー
ストラリア沿岸域に生息する可能性が示唆されたが、同時に、本種の長寿命、高い生殖
活性・浮遊期を持たずに直達発生を行うことより、別の海域から移入された後に閉鎖的
な空間で効率よく個体群を増加させ、自然界へと分布を広げた結果である可能性も示唆
された。オーストラリアと日本に生息している本種の成体のサイズ、受精卵のサイズ、
幼生の発生様式を比較したところ、ほぼ同様であった（Sat0－Okoshietal．，inpress）。
チリ、オーストラリア、韓臥日本の養殖貝類に穿孔していた種類は同じP〟〃C加わ
であり（大越和加　2006・Sat0－Okoshietal・，inpress）、また、オーストラリアと日本では
自然界からも同種が確認されたが、日本ではほとんどが養殖貝類に穿孔していた。今後、
さらに現状を把握し、その分布や移動について調査が必要であることが示唆された。
国内では、千葉の養殖アワビからも新たに同種が掃出された。熊本県・長崎県と千葉
県の増養殖アワビについて、今後さらに調査する必要があることが明らかになった。
日本は世界的な増養殖先進国であるため、多くの貝類が日本に移入され、同時に輸出
している0そのような人為的影響が未だ比較的少ない海域について、すぐにモニタリン
グを開始する意義と必要性を認め、オーストラリアの多毛類で試みた（Sat0－Okoshietal．，
inpress）0増養殖対象の貝類のみならず、天然の貝類を採集しその貝殻に穿孔していた
多毛類を調べた結果、養殖貝類の貝殻に穿孔していた多毛類と異なる種が多く確認され
た。それらは元来その海域に分布していた種と思われ、他の海域から人為的に移入され
た種と区別することができた0また、輸出入先進国の日本で、未だ報告の少ない海産の
外来生物について現状を認識し、科学的根拠に基づく対策へと繋げるために、研究機関
のみならず水産庁、環境省、国土交通省の関係部署の参画を得て特集を組み（大越和加
2007）、わが国の外来生物の全体像をまとめた。
今後は、人為的な影響が読み取りやすい増養殖貝類の貝殻に穿孔する多毛類の調査を
継続することにより、急速に広まる海洋の移入生物の影響を正確に認識し、具体的な方
策へと繋げることが期待される。
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